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令和２年度事業中間報告 

晴見保育園 

 

 

 

 

１ はじめに 

（１）府中市から新型コロナウイルス感染症拡大予防のため臨時休園の要

請があり、保育・地域支援・職員指導・予算執行等について、計画変

更・中止を行った。特に行事は殆ど出来なかった。 

しかし、原則休園とはいえ、保育の必要な園児が毎日 2 割程度いた

ため、休園した日は一日もなく、必要数の保育士を交代で出勤させて

対応した。 

（２）保健衛生関係については、大きな感染症の発生はなく、安定した保

育を実施出来た。特に新型コロナウイルス感染予防のための園内消毒・

衛生に十分配慮し取り組んだ。 

 

２ 重点目標の評価とその実施状況 

（１）保育内容に充実を図る⇒△ 

ア 晴見保育園作成による保育実施要領を基に、各クラスの発達に応じ

たカリキュラムを立て、保育に取り組むようになった。 

イ 地域教育機関との連携による保育は、現在すべて中止となった。 

ウ 地域教育機関との触れ合いが実施不可のため、園内での異年齢交流

を多く取り入れた。 

（２）地域子育て家庭支援の充実と定着⇒△ 

ア 一時預かりの利用者数は、本年度 9 月末現在 467 名となり、前年度

同月 936 名であったので、ほぼ半減した。 

イ 育児講座や出産を迎える親の体験等の来園対応は、新型コロナウイ

ルス感染症感染予防のため中止になっているが、ホームページや電話

対応などで地域子育て家庭の支援・援助を行っている。 

（３）新人職員育成のための職員体制の強化⇒○ 

新人職員の育成は、所属クラスリーダーが主に担当しているが、同

じクラスの職員に新人職員のチューター役を命じており、さらに乳幼

児各リーダーがクラスリーダーへ的確な助言やサポート行い、効果的

な新人養成を行う体制を整えた。 

（４）保育環境の計画的な整備⇒× 

乳児組保育室壁紙交換の時期に来ているが、コロナの影響により外

部の業者が園内に入室することを見合わせているため、現在延期して

いる。 

 

３ その他 

産休保育士が現在 3 名おり、さらに育児時短取得保育士が 1 名いる。シ

フト調整が厳しい状態であるが、全職員で保育に影響が出ないように協力

し合っている。 
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